
〇令和2年度　福祉学習実施数

1 3月8日
「みんなのぼうさい」～コロナ

禍をふまえた支援のかたち～

福祉課

立花地域課

社会福祉協議会立

花支部
24人

・参加された町会関係者や民生児童委員から、「どう支援していくかが課題」、「難しさや課題が多

い」と言った意見があった一方で、「障害者などの要配慮者を災害から守る必要性が理解できた」、

「支援を必要とする方に力を貸したい」と言った次の活動につながる意見もあった。

・また、発達障害のある子と親の会を運営している参加者からは、事業の内容を共有したいと言った

意見が上がった。

・今後備えたい内容として、「防災マップやハザードマップで避難場所や避難経路の確認」、「災害

時に必要なものの備蓄」と答えた方が多かった。また、「民生児童委員とのつながりを持つ」「地域

の避難訓練に参加したい」、「地域で支援が必要な方の把握やその方との交流」と答えた方もおり、

講座受講による「自助」だけでなくつながりや関係づくりといった「共助」の意識の高まりが見られ

た。

・地域活動が活発に行われていない一部のエリアの住民にチラシをポスティングした結果、その地域

から6人の住民が参加したとともに顔の見える関係ができ、新たな地域活動を考えるための組織化の

きっかけとなった。

・講座の受講者にボランティア希望者を募ったところ、1人のボランティア登録につながったほか、

別の参加者からは自分の住んでいる地域でも講座を開催したいという声があがった。

＊新型コロナウィルス感染拡大による緊急事態宣言により、実施できた回数は1回に留まった。
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